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平成30年度 予算のあらまし
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固定資産税・都市計画税の基礎
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愛川トピックス
あいかわカレンダー

2

7

12

18

19

20

4/1
No.664

みどり ゆとり 協働のまち愛川ひかり

2018
（平成30年）



250
億円

200

150

100 平成25 26 27 28 29 30年度

22018.April

　平成 30年度の一般会計予算は122億5,000万円（対前年度比2.1％の増）、
全会計の予算総額は230 億 2,500万円（対前年度比 3.5％の減）です。

　限られた財源の中、子育てや健康、福祉、教育といった町民生活に密着した分野の新規事業や
事業の拡充を進めるとともに、人口減少対策や町の活性化などの取り組みを積極的に推進します。

財政課財政班☎（内線）3292

一般会計予算の内訳

予算の推移 各会計予算規模

225億5,800万円

120億1,200万円 117億4,400万円 120億300万円

123億800万円 122億5,000万円119億8,700万円

227億900万円
236億4,300万円 238億6,100万円

230億2,500万円
241億5,400万円

繰入金
1億3,672万円（1.1）

議会費
1億6,681万円（1.4）

予備費
6,000万円（0.5）

諸支出金
1億円（0.8）

公債費
6億1,902万円（5.0）

災害復旧費
123万円（0.0）
教育費
12億8,948万円

（10.5）
消防費
7億5,541万円

（6.2）

土木費
14億7,560万円

（12.0）

商工費
3億3,787万円

（2.8）
農林水産業費
2億2,929万円（1.9）
衛生費
12億3,915万円（10.1）

総務費
16億3,942万円

（13.4）

自主財源 87億8,825万円（71.7）依存財源 34億6,175万円（28.3）
その他の依存財源
1億7,701万円（1.4）
地方譲与税
1億1,500万円（0.9）

地方消費税交付金
7億6,800万円（6.3）
町債
5億2,090万円

（4.3）
県支出金
8億3,014万円

（6.8）

国庫支出金
10億5,070万円

（8.6）

諸収入
4億5,107万円（3.7）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
6億5,535万円

（5.3）

予算総額
一般会計予算額

平成30年度 予算のあらまし

地方創生と健康福祉、人づくりのための予算

特 集

予算総額 230億 2,500万円

※（　）内は％を示す

122億5,000万円
歳出

民生費
43億3,672万円

（35.4）町税
75億4,511万円

（61.6）

歳入
122億5,000万円

予算額会計名 前年度との
比較増減率構成比

2.1％53.2％122億5,000万円一 般 会 計
国 民 健 康 保 険

特
別
会
計

後期高齢者医療
介 護 保 険
下 水 道 事 業

小　計
水 道 事 業企業会計
合　計

51億7,700万円

3.3％5.8％13億3,000万円

－20.5％22.5％

－9.4％42.9％98億8,500万円

6.4％1.8％4億3,200万円

－6.1％3.9％8億9,000万円

8.8％12.8％29億4,600万円

－3.5％100.0％230億2,500万円
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町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
上
熊
坂
公

園
、
三
増
・
両
向
児
童
遊
園
地
、
田
代
運
動
公

園
に
健
康
遊
具
を
2
基
ず
つ
設
置
。

　
新
婚
世
帯
へ
の
新
居
購
入
、
家
賃
、
引
っ
越

し
費
用
の
一
部
助
成
を
増
額
。

　
町
内
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
育
児
用
品
を
購

入
で
き
る
助
成
券
を
最
大
で
年
間
４
万
２
千
円

分
支
給
。

　
精
神
科
医
・
北
山
修
さ
ん
を
招
い
た
講
演
会

の
ほ
か
、
歯
科
健
診
や
健
康
相
談
な
ど
、
健
康

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
集
め
た
「
健
康
フ
ェ
ス

タ
あ
い
か
わ
」
を
６
月
３
日
（
日
）
に
開
催
。

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
・
蓮
池
薫
さ
ん

を
招
い
た
講
演
会
や
、
中
学
生
人
権
作
文
・
ポ

ス
タ
ー
の
表
彰
な
ど
を
行
う
「
人
権
啓
発
の
つ

ど
い
」
を
11
月
11
日
（
日
）
に
開
催
。

　
健
康
プ
ラ
ザ
で
保
健
師
・
助
産
師
な
ど
が
、

専
門
的
な
見
地
か
ら
育
児
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
る
こ
と
で
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
。

　
骨
髄
な
ど
の
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
と
な
っ
た

町
民
と
、
ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
者
を
対
象

に
、
助
成
金
を
交
付
。

　
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
町
と

県
立
愛
川
高
校
が
連
携
し
、
生
徒
へ
の
特
別
授

業
や
町
役
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

事
業
を
実
施
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
宣
言
」
30
周
年
を
記
念
し
、

町
一
周
駅
伝
に
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
招
待
す
る

な
ど
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

  

人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
施
策
の
推
進

　
小
学
校
の
遠
足
や
体
験
学
習
で
、
郷
土
資
料

館
や
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
を
訪
問
し
、
町
の
自
然
・
郷

土
・
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な
ど
を
体
感
す
る
こ

と
で
、
児
童
の
郷
土
愛
を
育
む
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
の
学
習

指
導
要
領
改
定
に
先
駆
け
て
、
小
学
校
1
年
生

か
ら
外
国
語
の
授
業
を
進
め
る
。

　
小
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
、
中
学

校
ト
イ
レ
の
温
水
洗
浄
便
座
へ
の
改
修
、
小
中

学
校
体
育
館
の
照
明
落
下
防
止
工
事
な
ど
、
学

校
施
設
の
改
修
を
行
い
、
学
習
環
境
の
改
善
を

図
る
。

　
若
者
の
文
化
・
芸
術
活
動
の

支
援
と
、
古
民
家
山
十
邸
の
新

た
な
魅
力
を
創
造
・
発
信
す
る

た
め
、
若
き
音
楽
家
た
ち
に
よ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
を
５
月

19
日
（
土
）
に
開
催
。

  
子
育
て
支
援
を
柱
と
し
た
福
祉
・
健
康
施
策
の
推
進

　

日
本
郵
便
（
株
）
が
提
供
す
る
「
み
ま
も

り
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス
」
を
、
一
部
の
地
区
を

対
象
と
し
て
試
験
的
に
導
入
し
、
1
人
暮
ら

し
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
を
支
援
。

　

南
極
点
無
補
給
単
独
徒
歩
到
達
を
成
功

さ
せ
た
、
町
出
身
の
冒
険
家 

荻
田
泰
永
さ

ん
を
招
き
、
今
後
の
活
動
を
応
援
す
る
と
と

も
に
、
町
民
に
夢
と
勇

気
を
与
え
る
講
演
会
を
、

５
月
20
日
（
日
）
に
文

化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
。

　

親
子
方
式
を
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
温

か
い
中
学
校
給
食
の
提
供
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

本
年
度
か
ら
新
規
３
地
区
を
加
え
た
、
町

内
11
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
、
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
座
や
「
い
き
い

き
１
０
０
歳
体
操
」
の
実
演
指
導
な
ど
に
よ

り
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
。

　
　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

　
　

み
ま
も
り
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス

　
　

モ
デ
ル
事
業

　
　

栄
誉
町
民

　
　

冒
険
家 

荻
田
泰
永
氏
講
演
会

　
　

温
か
い
中
学
校
給
食
の
提
供
に

　
　

向
け
た
取
り
組
み

　
　

モ
デ
ル
地
区
健
康
づ
く
り
事
業

注目事業

注目事業
注目事業

注目事業

　
　

英
語
指
導
助
手
派
遣（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）事
業

　
　

新
婚
生
活
支
援
事
業
の

　
　

補
助
額
を
増
額

　
　

子
育
て
応
援
赤
ち
ゃ
ん

　
　

育
児
用
品
購
入
費
助
成
事
業

　
　
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
あ
い
か
わ
」
を
開
催

　
　
「
人
権
啓
発
の
つ
ど
い
」
を
開
催

　
　

学
校
施
設
改
修
事
業

　
　

山
十
邸
プ
ラ
ス
ア
ク
ト
事
業

　
　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
」

 は新規事業、 　  は拡大事業

　
　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
総
合
相
談

　
　
（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）の

　
　

設
置

　
　

愛
川
高
校
と
の

　
　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業

　
　

都
市
公
園
等
健
康
遊
具
設
置
事
業

　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
宣
言
」

　
　

30
周
年
記
念
事
業

　
　

郷
土
愛
育
成
事
業

　
　

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
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効
果
的
な
農
地
の
集
積
利
用
や
、
遊
休
農
地

解
消
の
た
め
、
角
田
地
内
で
の
営
農
開
始
に
向

け
た
調
整
を
実
施
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
、
外
国
人
観
光
客
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
英
語
と
中
国
語

を
併
記
し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
。

　
融
資
を
受
け
た
住
宅
資
金
の
利
子
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
の
対
象
金
融
機
関
を
、
中
央
労

働
金
庫
1
社
か
ら
、
横
浜
銀
行
、
県
央
愛
川
農

協
、
相
愛
信
用
組
合
を
加
え
た
4
社
に
拡
大
。

　
有
害
鳥
獣
対
策

実
施
隊
と
サ
ル
移

動
監
視
員
を
１
人

ず
つ
増
員
し
、
有

害
鳥
獣
対
策
の
体

制
を
強
化
。

　
町
内
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
作

成
し
た
企
業
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
活
動
の
支
援
を
実
施
。

　
町
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
、
日
本

郵
便
（
株
）
と
共
同
で
、
観
光
ダ
ム
と
し
て
人

気
が
高
い
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
切
手
を
作
製
。

　
半
原
分
署
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、「
神
奈
川
県
緊
急
消
防
援

助
隊
」
の
車
両
に
登
録

し
、
広
域
的
な
災
害
対

策
の
一
助
と
す
る
。
ま

た
、
地
域
防
災
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
第
３
分
団

第
４
部
の
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
１
台
を

更
新
。

　
昭
和
53
年
度
に
建
設
し
た
熊
坂
児
童
館
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
。

　
昭
和
54
年
度
に
建
設
し
た
春
日
台
児
童
館
の

耐
震
補
強
工
事
に
向
け
て
、実
施
設
計
を
行
う
。

　
75
歳
以
上
の
運
転
免
許
を
返
納
し
た
方
を
対

象
と
し
て
、
１
年
目
に
「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」

１
年
券
を
、
１
～
５
年
目
に
町
内
循
環
バ
ス
の

回
数
券
を
支
給
す
る
。

　　
電
波
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
現
在
は
ア
ナ
ロ

グ
方
式
と
な
っ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
設
備

を
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
計
画
的
に
更
新
。

　
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、

防
災
士
の
資
格
の
取
得
経
費
を
補
助
。

　
地
域
消
防
力
の
強
化
や
、
消
防
団
員
の
確
保

を
推
進
す
る
た
め
、
工
業
団
地
内
の
災
害
に
特

化
し
た
機
能
別
消
防
団
を
、
神
奈
川
県
内
陸
工

業
団
地
お
よ
び
大
塚
下
工
業
団
地
に
組
織
す
る
。

　
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
消
防
団
第
３
分

団
第
２
部
器
具
舎
の
建
て
替
え
工
事
を
実
施
。

  

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

  
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

町
の
魅
力
的
な
観
光
資
源
で
あ
る
、
観
光

ダ
ム
と
し
て
人
気
が
高
い
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
で

の
ナ
イ
ト
放
流
を
10
月
27
日（
土
）に
実
施
。

　

町
民
の
財
産
を
守
る
た
め
、
電
話
で
の
特

殊
詐
欺
対
策
に
効
果
的
な
「
自
動
通
話
録
音

装
置
」
を
町
が
購
入
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯
へ
有
償
配
布
。

　
　

宮
ヶ
瀬
ダ
ム
ナ
イ
ト
放
流
事
業

　
　

特
殊
詐
欺
等
防
止
自
動
通
話
録
音

　
　

装
置
を
有
償
配
布

注目事業

注目事業

　
　

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　
　

勤
労
者
住
宅
資
金

　
　

利
子
補
給
金
助
成
事
業

　
　
「
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
」
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　

フ
レ
ー
ム
切
手
作
製
事
業

　
　

町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　

外
国
語
版
作
製
事
業

　
　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

　
　

整
備
事
業

　
　

防
災
士
育
成
事
業

　
　

機
能
別
消
防
団
の
創
設

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・

　
　

消
防
団
車
両
の
更
新

　
　

熊
坂
児
童
館
耐
震
補
強
工
事

　
　

春
日
台
児
童
館

　
　

耐
震
補
強
実
施
設
計

　
　

高
齢
者
運
転
免
許

　
　

自
主
返
納
支
援
事
業

　
　

消
防
団
器
具
舎
建
て
替
え
事
業

　
　

農
業
へ
の
企
業
参
入
の
促
進

　
　

愛
川
町
企
業
情
報

　
　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
事
業
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１
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
な

ど
、
収
集
所
へ
ご
み
を
出
す
こ
と
が
困
難
な
世

帯
の
見
守
り
を
兼
ね
て
、
ご
み
の
戸
別
収
集
を

実
施
。

　
主
要
鉄
道
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線
新
設
に
向
け

た
検
討
の
た
め
に
、
大
塚
区
、
六
倉
区
、
春

日
台
区
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。

　
自
治
会
活
動
の
内
容
説
明
や
、
町
内
の
商
店

な
ど
で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
掲
載
し
た

「
あ
い
か
わ
行
政
区
・
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
新
た
に
作
製
。

　
提
案
型
協
働
事
業
の
新
規
事
業
と
し
て
、
登

山
道
の
整
備
事
業
、「
あ
い
ち
ゃ
ん
」サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
、
八
菅
山
い
こ
い
の
森
樹
木
名
板
等
作
成

事
業
、
認
知
症
予
防
カ
フ
ェ
事
業
な
ど
を
実
施
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
サ
イ
ト
「
ポ
ケ
ッ
ト
に

愛
川
」
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
町
を
応
援
し
て

く
れ
た
方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
愛
川
ブ
ラ

ン
ド
認
定
品
と
引
き
換
え
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン

券
を
抽
選
で
贈
呈
す
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
外
国
語
版
の
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
す
る
ほ

か
、
新
宿
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
町
Ｐ
Ｒ
動
画

の
放
映
な
ど
を
実
施
。

　
親
・
子
・
孫
の
三
世
代
が
同
居
す
る
た
め
の

住
宅
を
取
得
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
の
費
用

を
一
部
補
助
す
る
も
の
で
、
孫
の
年
齢
制
限
を

撤
廃
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
す
る
。

　
旧
半
原
・
中
津
出
張
所
跡
地
お
よ
び
旧
原
臼

町
営
住
宅
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
取
り

組
み
を
推
進
。

　
八
菅
山
の
歴
史
資
産
を
生
か
し
な
が
ら
、
八

菅
山
い
こ
い
の
森
展
望
台
周
辺
な
ど
を
整
備

し
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
す
る
。

　
神
奈
川
県
内
陸
工
業
団
地
協
同
組
合
と
協
定

を
締
結
し
、加
盟
企
業
お
よ
び
従
業
員
へ
移
住・

定
住
・
空
き
家
に
関
す
る
情
報
や
、
町
の
Ｐ
Ｒ
、

各
分
野
の
助
成
制
度
の
情
報
を
提
供
。

　

河
川
の
ご
み
対
策
と
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
お

よ
び
夏
休
み
期
間

に
、
田
代
運
動
公

園
河
川
敷
で
試
行

的
に
ご
み
持
ち
帰

り
袋
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、「
環
境
美
化
協

力
金
」
を
募
り
、
環
境
美
化
意
識
の
醸
成
、
観

光
資
源
の
保
全
を
図
る
。

　
国
土
交
通
省
「
全
国
版
・
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
登
録
、
相
愛
信
用
組
合
に
よ
る
登
録
物
件
の

取
得
な
ど
に
関
す
る
融
資
制
度
を
創
設
。

  
行
財
政
運
営
の
効
率
化
を
目
指
し
て

  

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

  
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

  

生
活
利
便
性
向
上
の
た
め
の
施
策
の
推
進

  

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

横
須
賀
水
道
半
原
水
源
地

跡
地
の
取
得
を
は
じ
め
、
拠

点
整
備
に
関
す
る
建
築
計
画

や
民
間
活
用
手
法
の
検
討
な

ど
、
計
画
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
。

　
　

観
光
・
産
業
連
携
拠
点
づ
く
り

注目事業
　
　

移
住
定
住
等
に
係
る
内
陸
工
業
団
地

　
　

協
同
組
合
と
の
協
定
締
結

　
　
「
環
境
美
化
協
力
金
」
の
試
行

　
　

町
有
地
の
有
効
活
用

　
　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
・

　
　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
　

三
世
代
同
居
定
住
支
援
事
業

　
　

空
き
家
対
策
推
進
事
業

　
　
「
愛
川
町
、マ
ジ
、い
い
ね
！
ク
ラ
ブ
」　

　
　

事
業

　
　

地
域
資
源
魅
力
向
上
事
業

　
　
（
八
菅
山
い
こ
い
の
森
周
辺
）

　
　

主
要
鉄
道
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線

　
　

新
設
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
「
行
政
区
・
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

　
　

の
作
製

　
　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進

　
　

ご
み
出
し
困
難
者
戸
別
収
集
事
業
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振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
を
撲
滅

し
、
町
民
皆
さ
ん
の
財
産
を
守
る
た
め
、「
自

動
通
話
録
音
装
置
」
を
町
が
購
入
し
、
希
望
者

に
有
償
で
配
布
し
ま
す
。

　
「
自
動
通
話
録
音
装
置
」
と
は
、
家
庭
の
固

定
電
話
に
接
続
す
る
と
、
呼
び
出
し
音
が
鳴
る

前
に
自
動
的
に
警
告
音
声
を
流
す
と
と
も
に
、

通
話
内
容
を
自
動
録
音
す
る
機
器
で
す
。

◎
対
象　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
町
内
の

世
帯　
50
世
帯
（
先
着
順
）

◎
自
己
負
担
額　
２
千
円

◎
申
請
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
住
民
課
へ
。

◎
注
意
事
項

・
機
器
の
使
用
に
は
、
電
源
（
家
庭
用
コ
ン
セ

ン
ト
）
が
必
要
で
す
。

・
お
使
い
の
電
話
機
に
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク

が
な
い
場
合
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・「
自
動
通
話
録
音
装
置
」
を
接
続
す
る
と
、
ボ

イ
ス
ワ
ー
プ
の
無
応
答
転
送
機
能
が
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
社
会

参
加
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
増
進
を
図
る

た
め
、
電
動
ア
シ
ス
ト
三
輪
自
転
車
の
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
者　
平
成
30
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
町

内
在
住
で
、
町
税
を
完
納
し
て
い
る
、
70
歳
以

上
の
方（
本
年
度
中
に
70
歳
に
な
る
方
を
含
む
）

◎
対
象
機
器　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
第
１
条

の
３
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国

家
公
安
委
員
会
の
型
式
認
定
を
取
得
し
、
Ｔ
Ｓ

マ
ー
ク
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
、
平
成
30
年

４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
電
動
ア
シ
ス
ト
三

輪
自
転
車

◎
助
成
金
額　
購
入
費
用
（
消
費
税
含
む
）
の

４
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限

２
万
５
千
円
。
１
人
１
台
に
限
り
ま
す
）

◎
申
請
方
法　
購
入
後
３
カ
月
以
内
に
、
申
請

書
、
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な

ど
）、領
収
書（
申
請
者
名
、購
入
日
、販
売
店
名
、

購
入
金
額
が
分
か
る
も
の
）、
保
証
書
の
写
し

（
申
請
者
名
、
購
入
日
、
販
売
店
名
、
車
体
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
）、
防
犯
登
録
証
の

写
し
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付

帯
保
険
加
入
書
の
写
し

を
お
持
ち
の
上
、
高
齢

介
護
課
へ
。

　
心
身
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
火
の
取
り

扱
い
が
不
安
に
な
っ
た
方
の
日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
電
磁
調
理
器
な
ど
の
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
者　
町
内
在
住
の
、
65
歳
以
上
の
１
人

暮
ら
し
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯
で
、
次
の
要
件
に
全
て
該
当
す

る
方

❶
心
身
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
防
火
の
配
慮
が

必
要

❷
町
民
税
非
課
税
世
帯

◎
対
象
機
器
・
助
成
金
額

・
電
磁
調
理
器
（
１
台
）　
購
入
費
用
の
2
分
の

1
（
上
限
5
千
円
）

・
電
磁
調
理
器
対
応
調
理
器
具
（
電
磁
調
理
器

と
セ
ッ
ト
で
購
入
し
た
場
合
の
み
）　
購
入
費

用
の
2
分
の
1
（
上
限
5
千
円
）

◎
申
請
方
法　
対
象
者
要
件
❶
に
該
当
す
る
か

判
断
す
る
た
め
の
状
況
調
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
購
入
前
に
高
齢
介
護
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
調
査
に
よ
り
対
象
と
な
っ
た
方
は
、

購
入
後
１
カ
月
以
内
に
、
申
請
書
、
領
収
書
の

写
し
、
保
証
書
の
写
し
、
印
鑑
、
振
込
先
の
銀

行
名
・
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
の

上
、
高
齢
介
護
課
へ
。

◎
注
意
事
項　

・
助
成
は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

・
町
が
実
施
し
て
い
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
町
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
い
ち
ゃ
ん
」
の

着
ぐ
る
み
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す
。
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
申
請
方
法　
利
用
の
際
は
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。
予
約
は
、
利
用
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
の
１
日（
休
日
の
場
合
は
直
後
の
平
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
、
商
工
観
光
課
に
て
直
接

も
し
く
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）。

予
約
後
、
申
請
書
を
商
工
観
光
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
商
工
観
光
課
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
注
意
事
項

・
着
ぐ
る
み
の
受
け
渡
し
と
返
却
は
役
場
で
行

い
ま
す
。利
用
場
所
へ
の
配
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
貸
し
出
し
の
対
象
と
な
る
団
体
や
、
利
用
に

当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
を
定
め
た
要
綱
お
よ

び
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
商
工
観
光
課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

  
４
月
か
ら

  
新
し
く
始
ま
る
制
度
を

  

お
知
ら
せ
し
ま
す

住
民
課
交
通
防
犯
班

　

☎（
内
線
）３
３
２
０

高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班

☎（
内
線
）３
３
３
８

高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班

☎（
内
線
）３
３
３
８

商
工
観
光
課
観
光
振
興
班

☎（
内
線
）3
5
2
3

振
り
込
め
詐
欺
を
防
止

「
自
動
通
話
録
音
装
置
」を
配
布

電
動
ア
シ
ス
ト
三
輪
自
転
車
の

購
入
費
を
助
成

電
磁
調
理
器
な
ど
の

購
入
費
を
助
成

町
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
あ
い
ち
ゃ
ん
」の

着
ぐ
る
み
を
貸
し
出
し
ま
す
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税金
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
の
基
礎

固
定
資
産「
評
価
替
え（
評
価
の
見
直
し
）」の
年
度
で
す

税
務
課
資
産
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
８

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
固
定

資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有

し
て
い
る
方
が
、
そ
の
価
格
（
評
価
額
）
を

基
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
、
固
定
資
産
が
所

在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
も
の
で
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
下
水
道
な
ど
の
都
市
計

画
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
市
街
化
区

域
内
に
土
地
と
家
屋
を
所
有
す
る
方
が
、
固

定
資
産
税
と
併
せ
て
納
め
る
も
の
で
す
。

　

土
地
と
家
屋
は
、
適
正
な
評
価
額
と
な

る
よ
う
３
年
ご
と
に
「
評
価
替
え
（
評
価

の
見
直
し
）」
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
は

こ
の
評
価
替
え
の
年
度
で
す
。

　

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
は
町
税
収

入
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
税
額
算
定
の
し
く
み

❶
固
定
資
産
の
評
価
を
行
い
、「
評
価
額
」

を
決
定

❷
法
律
で
定
め
る
計
算
式
を
評
価
額
に
適

用
し
て
、
税
額
の
基
礎
と
な
る
「
課
税
標
準

額
」
を
算
出
（
原
則
と
し
て
評
価
額
が
課
税

標
準
額
と
な
り
ま
す
が
、
住
宅
用
地
の
よ
う

に
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、
負
担

調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
評
価

額
と
課
税
標
準
額
が
異
な
り
ま
す
）

ら
れ
た
地
点
で
は
、
同
年
７
月
１
日
ま
で

の
地
価
動
向
な
ど
を
反
映
し
て
評
価
額
の

見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
額
は
原
則
と
し
て
次
の
評
価
替
え

ま
で
据
え
置
か
れ
ま
す
が
、
地
目
の
変
更
、

分
合
筆
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
評
価

額
が
適
正
な
も
の
に
な
る
よ
う
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

◎
課
税
標
準
額
の
調
整
措
置

　

土
地
に
は
、
課
税
の
公
平
化
を
図
る
た

め
の
負
担
調
整
措
置
や
、
住
宅
用
地
の
特

例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
調
整
措
置
と
は
、
評
価
額
に
対
す

る
課
税
標
準
額
の
割
合
（
負
担
水
準
）
が

高
い
土
地
の
税
負
担
を
引
き
下
げ
ま
た
は

据
え
置
き
、
一
方
で
負
担
水
準
が
低
い
土

地
は
課
税
標
準
額
を
な
だ
ら
か
に
引
き
上

げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
の
負
担
を

一
定
の
水
準
に
近
づ
け
る
も
の
で
す
。

　

住
宅
用
地
の
特
例
措
置
と
は
、
住
宅
政

策
上
の
観
点
か
ら
、
特
に
税
負
担
を
軽
減

す
る
必
要
が
あ
る
住
宅
用
地
の
課
税
標
準

額
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

❸
課
税
標
準
額
に
税
率
（
固
定
資
産
税
１
・

４
％
、
都
市
計
画
税
０・２
％
）
を
乗
じ
て
、

「
納
め
て
い
た
だ
く
税
額
」
を
算
出

◎
免
税
点　

同
一
の
人
が
町
内
に
所
有
す

る
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額
（
複
数
所
有

す
る
場
合
は
項
目
ご
と
に
合
計
額
）
が
、

次
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
両
税
と

も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
土
地
】　
30
万
円

【
家
屋
】　
20
万
円

【
償
却
資
産
】　
1
5
0
万
円

　

土
地
の
評
価
額
と
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
る
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
算

定
し
た
「
適
正
な
時
価
」
の
こ
と
を
い
い
、

売
買
実
例
価
額
な
ど
を
基
に
算
定
し
ま
す
。

こ
の
「
適
正
な
時
価
」
と
は
、
正
常
な
条

件
に
お
い
て
当
事
者
間
で
成
立
す
る
取
引

価
格
を
い
い
ま
す
。
町
で
は
、
地
価
公
示

価
格
や
県
の
地
価
調
査
価
格
、
不
動
産
鑑

定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
額
な
ど
を
活
用
し

て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

宅
地
な
ど
の
土
地
の
評
価
額
は
、
平
成

29
年
１
月
１
日
時
点
の
不
動
産
鑑
定
価
額

の
７
割
を
め
ど
と
し
て
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
が
、
同
日
以
降
に
地
価
の
下
落
が
見

　

家
屋
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ

い
て
、
再
建
築
価
格
を
基
に
評
価
し
ま
す
。

　

再
建
築
価
格
と
は
、
評
価
替
え
の
時
点

で
同
一
の
家
屋
を
新
築
す
る
場
合
に
必
要

と
さ
れ
る
建
築
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

既
存
家
屋
の
評
価
額
は
、
再
建
築
価
格

に
建
築
物
価
の
変
動
割
合
や
、
建
築
時
か

ら
の
経
過
年
数
に
よ
る
資
産
価
値
の
減
少

分
を
考
慮
し
て
見
直
し
ま
す
。
そ
の
評
価

額
が
前
年
度
の
評
価
額
を
超
え
る
場
合
は
、

前
年
度
の
評
価
額
に
据
え
置
き
、
引
き
上

げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
事
業
者

が
事
業
の
た
め
に
用
い
る
機
械
や
器
具
な

ど
の
資
産
の
こ
と
で
、
申
告
書
に
基
づ
い

て
評
価
し
ま
す
。

　

毎
年
、
法
定
耐
用
年
数
に
基
づ
く
減
価

率
（
定
率
法
）
に
よ
り
課
税
標
準
額
を
算

定
し
ま
す
。

  

土
地
の
評
価

  

家
屋
の
評
価

  

償
却
資
産
の
評
価

　「縦覧」とは、税額算定の基礎となる
評価額などの内容を、あらかじめ納税
者の皆さんが確認できる制度です。縦
覧期間中は自らが所有する資産の評価
額などが無料でご覧になれるほか、名
寄帳の写しを無料でお渡ししています。
　縦覧の際は、本人確認書類（運転免許
証や健康保険証など）をお持ちください。
代理人の場合は委任状、相続人の場合
は戸籍謄本などをお持ちください。
◎期間　4月2日（月）～5月31日（木）の
平日　午前 8 時 30 分～午後 5 時15分
◎場所　役場 1 階税務課資産税班
◎対象　平成 30 年 1 月 1 日現在、町
内に土地・家屋を所有する納税者や納
税管理人など

固定資産縦覧帳簿縦覧のお知らせ

町政 情報館

用地の区分

税の区分

小規模住宅用地
（200m² までの

部分）

一般住宅用地
（200m² を
超える部分）

固定
資産税

（土地）

評価額
×

1/6

評価額
×

1/3

都市
計画税

（土地）

評価額
×

1/3

評価額
×

2/3

住宅用地（住宅一戸当たり）の課税標準額
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昨
年
度
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手

続
き
を
実
施
し
、
策
定
さ
れ
た
計
画
の
内

容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
閲
覧
場
所　
役
場
１
階
町
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、
レ

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
、
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と

で
保
険
料
の
納
付
が
免
除
、
一
部
納
付
ま

た
は
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
学
生
を
対
象

に
、
申
請
す
る
こ
と
で
在
学
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申
請

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
の
分
ま
で
で

す
。
例
え
ば
、
平
成
30
年
４
月
に
申
請

す
る
場
合
は
平
成
28
年
３
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

◎
対
象　
前
年
所
得
額
が
1
1
8
万
円
以

下
の
、
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
学

生
。
扶
養
親
族
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど

が
あ
る
方
は
、
基
準
と
な
る
所
得
額
が
異

な
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
学
校　

大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
1

デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
閲
覧
期
間　
９
月
24
日
（
月
・
祝
）
ま

で
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
９
月
25
日

以
降
も
当
分
の
間
は
閲
覧
可
）

年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

私
立
の
場
合
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を

受
け
て
い
る
こ
と
）、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
な
ど
。
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
課
程
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
申
請
場
所　
町
国
保
年
金
課
（
在
学
中

の
学
校
が
学
生
納
付
特
例
事
務
法
人
の
指

定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
学
校
の
窓
口

で
も
申
請
で
き
ま
す
）

◎
必
要
書
類　
年
金
手
帳
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）。
代
理
人

が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
本
人
の
委
任

状
、
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書
も
必

要
で
す
。

◎
承
認
期
間　
1
年
度
ご
と
の
承
認
と
な

り
ま
す
。
平
成
30
年
度
分
は
、
平
成
30
年

4
月
分
～
平
成
31
年
3
月
分
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
分
の
申
請
期
間　
4
月
2

日
（
月
）
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
が

遅
れ
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
要
件
と
な
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

年
度
途
中
で
20
歳
に
な
る
方
は
、
そ
の
前

日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

町政 情報館

計画

年金

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た

行
政
計
画
を
閲
覧
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
制
度
の
お
知
ら
せ

行
政
推
進
課
協
働
・
行
政
管
理
班
☎（
内
線
）３
２
４
4

厚
木
年
金
事
務
所
☎
0
4
6（
2
2
3
）7
1
7
1（
代
）

　
町
国
保
年
金
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
８

  

学
生
納
付
特
例
の
申
請

閲覧対象の計画
名称

第 5 期愛川町
障がい福祉計画・第 1 期
愛川町障がい児福祉計画

（サービス等プラン）

第 7 期愛川町
高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画

第 2 次愛川町
生涯学習推進プラン
後期基本計画

第 2 次愛川町
男女共同参画基本計画
後期基本計画

主な内容
2018 年度～ 2020 年度を
計画期間とする、障害福
祉サービスや障がい児通
所支援などの整備目標を
定めた計画です。

2018 年度～ 2020 年度を
計画期間とする、高齢者
の保健福祉および介護保
険の全般にわたる総合的
な計画です。

2018 年度～ 2023 年度を
計画期間とする、町民の
主体的な生涯学習活動の
支援や、協働による生涯
学習の推進のために必要
な施策などをまとめた計
画です。

2018 年度～ 2023 年度を
計画期間とする、男女の
人権が尊重され、個性と
能力を発揮することがで
きる男女共同参画社会の
実現のために必要な施策
などをまとめた計画です。

問い合わせ

福祉支援課障害福祉班
☎（内線）3352

高齢介護課介護保険班
☎（内線）3332

生涯学習課生涯学習班
☎（内線）3642
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町
議
会
３
月
定
例
会
で
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
木
藤
一
郎
さ
ん
（
半
原
）
を
再
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
、４
月
１
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

２
０
２
１
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

 木藤一郎さん

　
国
民
健
康
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村

が
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
運

営
体
制
が
都
道
府
県
を
単
位
と
し
て
広
域

化
さ
れ
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
共
同
で

運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
神
奈
川
県
の
役
割　
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
し
て
、
市
町
村
国
保
の
財
政
安
定

化
の
た
め
、
医
療
費
相
当
額
の
全
額
を
負

担
し
ま
す
。

・
県
統
一
の
国
保
運
営
方
針
を
決
定
。

・
町
が
保
険
税
額
を
決
め
る
た
め
の
参
考

と
す
る
、
標
準
保
険
料
率
を
提
示
。

・
県
単
位
で
国
保
を
運
営
す
る
た
め
の
分

担
金
と
し
て
、「
国
保
事
業
費
納
付
金
」

を
決
定
し
、
町
か
ら
徴
収
。

◎
愛
川
町
の
役
割　
町
の
窓
口
で
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
資
格
、
保
険
税
賦
課
・
徴

　
親
・
子
・
孫
か
ら
な
る
三
世
代
世
帯
の

町
内
同
居
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
を
取

得
・
改
修
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
利
用
を

お
考
え
の
方
は
、
住
宅
の
取
得
・
改
修
を

行
う
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
対
象　
要
件
を
全
て
満
た
す
世
帯
（
以

下
は
主
な
要
件
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
要

件
が
あ
り
ま
す
）

・
町
内
に
親
・
子
・
孫
の
三
世
代
で
同
居

を
す
る
こ
と

・
新
た
に
、
親
世
帯
と
子
世
帯
の
一
方
ま

た
は
両
方
が
転
入
ま
た
は
転
居
す
る
こ
と

・
取
得
ま
た
は
改
修
し
た
住
宅
に
3
年
以

上
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

・
愛
川
町
の
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
（
世
帯
全
員
）

収
、
保
険
給
付
、
保
健
事
業
な
ど
の
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
関
係
す
る
事
務
を

担
当
し
ま
す
。

・
資
格
取
得
や
喪
失
の
届
け
出
の
受
け
付

け
と
、
保
険
証
な
ど
の
発
行
・
回
収
。

・
県
か
ら
提
示
さ
れ
た
標
準
保
険
料
率
を

参
考
に
、
保
険
税
額
を
決
定
。

・
高
額
療
養
費
や
葬
祭
費
な
ど
保
険
給
付

の
申
請
受
け
付
け
と
支
給
。

・
特
定
健
診
・
保
健
指
導
な
ど
の
保
健
事

業
を
実
施
。

※
こ
れ
ま
で
、
孫
の
対
象
年
齢
が
「
中
学

　
生
以
下
」
で
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
年

　
齢
の
制
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

◎
申
請
の
受
付
期
間　

4
月
2
日
（
月
）

～
平
成
31
年
3
月
29
日
（
金
）

※
補
助
予
定
額
が
終
了
し
た
時
点
で
、
申

　
請
受
け
付
け
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

◎
補
助
金
額　
住
宅
取
得
費
用
の
2
分
の

1
（
限
度
額
30
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨

て
）、
住
宅
改
修
費
用
の
2
分
の
1
（
限

度
額
20
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◎
申
請
方
法　
申
請
書
と
必
要
書
類
を
企

画
政
策
課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
補
助
要
件
や
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人事
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

木
藤
一
郎
さ
ん
が
再
任

税
務
課
町
民
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
２

国保

助成

国
民
健
康
保
険
が
都
道
府
県
単
位
で
の

運
営
に
広
域
化
さ
れ
ま
し
た

三
世
代
同
居
を
応
援
し
ま
す

愛
川
町
三
世
代
同
居
定
住
支
援
補
助
金

国
保
年
金
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
９

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
☎（
内
線
）３
２
３
４

ＮＰＯ法人
「防犯パトロール ブルーライン」と

地域の防犯活動を行いませんか

　青色回転灯を装備したパト
ロール車（青パト）を保有する
NPO法人「防犯パトロール　ブ
ルーライン」との協働事業によ
り、地域の防犯活動で青パトを
利用することができます。
◎対象　行政区、町内会、PTA、
育成会、スポーツ団体、文化団
体などの、町内で活動している
団体
◎支援期間　４月～平成31年
３月
◎支援内容　
・青パトを利用したパトロール
・車載拡声器による防犯啓発な
ど
・SNSなどを用いた防犯情報や
不審者情報の発信
住民課交通防犯班

☎（内線）3320

今
お
持
ち
の
保
険
証
は

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す

　

広
域
化
に
伴
い
、
国
保
の
資
格
は
県
単

位
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
町

が
発
行
し
て
い
る
保
険
証
は
、
2
0
1
9

年
9
月
30
日
ま
で
、そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。
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町政 情報館
４
月
１
日
付　

主
幹
級
以
上
（　

）
は
前
職

民
生
部
長

志
村
修
（
同
部
参
事
（
兼
）
子
育
て
支
援

課
長
）

建
設
部
長

家
城
博
昭（
同
部
参
事（
兼
）下
水
道
課
長
）

教
育
次
長

山
田
正
文
（
同
教
育
総
務
課
長
）

消
防
長

石
川
省
吾
（
消
防
本
部
参
事
（
兼
）
消
防

課
長
）

危
機
管
理
室
長

相
馬
真
美
（
環
境
経
済
部
農
政
課
長
）

水
道
事
業
所
長

大
木
偉
彦
（
建
設
部
都
市
施
設
課
長
）

民
生
部
子
育
て
支
援
課
長

柏
木
美
智
子
（
会
計
課
主
幹
）

民
生
部
健
康
推
進
課
長

矢
後
早
苗
（
同
課
専
任
技
幹
）

環
境
経
済
部
農
政
課
長

小
山
文
利
（
総
務
部
税
務
課
主
幹
）

建
設
部
道
路
課
長

今
井
正
夫
（
同
課
専
任
主
幹
）

建
設
部
都
市
施
設
課
長

斉
藤
秀
樹
（
同
課
専
任
技
幹
）

議
会
事
務
局
長

中
山
卓
也
（
同
主
幹
）

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
郷

土
資
料
館
館
長

山
口
研
一
（
同
課
専
任
主
幹
（
兼
）
郷
土

資
料
館
館
長
）

消
防
本
部
消
防
課
長

中
島
孝
祥
（
消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
専

任
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
長

内
藤
肇
（
同
課
専
任
主
幹
）

消
防
署
半
原
分
署
長

菊
地
原
邦
夫（
同
分
署
長（
兼
）専
任
主
幹
）

危
機
管
理
室
専
任
主
幹

曽
我
和
典
（
同
主
幹
）

環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
専
任
主
幹

上
村
和
彦
（
同
課
主
幹
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
専
任
主
幹

井
上
守
（
同
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
専
任
主
幹

茅
英
樹
（
同
課
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
専
任
主
幹

岩
本
誠
（
同
課
主
幹
）

建
設
部
下
水
道
課
長

大
貫
健
（
同
部
道
路
課
長
）

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長

亀
井
敏
男
（
民
生
部
健
康
推
進
課
長
）

教
育
委
員
会
指
導
室
長(

兼)

教
育
開
発

セ
ン
タ
ー
所
長

藤
本
謹
吾
（
海
老
名
市
立
上
星
小
学
校
教

頭
）

総
務
部
税
務
課
主
幹

関
根
祐
子
（
同
課
副
主
幹
）

民
生
部
福
祉
支
援
課
主
幹

齋
藤
智
美
（
総
務
部
行
政
推
進
課
副
主
幹
）

田
代
保
育
園
園
長

神
田
あ
お
い
（
春
日
台
保
育
園
副
園
長
）

民
生
部
健
康
推
進
課
主
幹

神
戸
正
美
（
同
課
副
主
幹
）

議
会
事
務
局
主
幹

渡
辺
友
巳
（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
課
副
主
幹
）

中
津
公
民
館
主
幹

門
倉
恵
（
同
副
主
幹
）

消
防
本
部
消
防
課
主
幹

橋
本
修
（
同
課
副
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
主
幹

長
谷
川
晴
之
（
同
課
副
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
主
幹

松
田
修
（
同
半
原
分
署
副
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
主
幹

河
野
由
文
（
同
課
副
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
主
幹

伊
従
丈
二
（
同
課
副
主
幹
）

消
防
署
半
原
分
署
主
幹

岡
本
貞
治
（
同
本
署
警
備
第
一
課
副
主
幹
）

民
生
部
健
康
推
進
課
技
幹

江
藤
陽
子
（
同
部
福
祉
支
援
課
技
幹
）

建
設
部
都
市
施
設
課
主
幹

小
池
雅
美
（
総
務
部
行
政
推
進
課
主
幹
）

建
設
部
都
市
施
設
課
主
幹

安
部
正
（
田
代
運
動
公
園
主
幹
）

建
設
部
都
市
施
設
課
主
幹

齋
藤
勇
一
（
総
務
部
税
務
課
主
幹
）

教
育
委
員
会
指
導
室
主
幹

飯
田
哲
昭
（
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
附

属
横
浜
中
学
校
）

教
育
委
員
会
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
主
幹

前
盛
朋
樹
（
同
指
導
室
主
幹
）

水
道
事
業
所
技
幹

安
田
篤
正
（
建
設
部
道
路
課
技
幹
）

小
島
義
正
（
危
機
管
理
室
長
）

大
貫
博
（
民
生
部
長
）

中
村
武
司
（
建
設
部
長
）

染
矢
敬
一
（
議
会
事
務
局
長
）

伊
従
健
二
（
教
育
次
長
）

梅
澤
幸
司
（
消
防
長
）

脇
嶋
幸
雄
（
水
道
事
業
所
長
）

近
藤
良
（
消
防
署
副
署
長
（
兼
）
本
署
警

備
第
二
課
長
）

鳥
居
順
子
（
福
祉
支
援
課
専
任
主
幹
）

山
田
早
苗
（
田
代
保
育
園
園
長
）

細
樅
洋
（
消
防
署
半
原
分
署
主
幹
）

小
野
澤
尚
（
総
務
課
技
能
主
査
）

  
町
職
員
の
人
事
異
動

  

部
長
級
昇
格

  

参
事
級
昇
格

  

主
幹
級
異
動

  

課
長
級
昇
格

  

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

  

課
長
級
異
動

  

主
幹
級
昇
格
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島
崎
成
吉
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
主
任
技
手
）

田
口
麻
理
子
（
第
一
号
公
園
体
育
館
技
手
）

（　

）
は
、
前
任
校
な
ど

●
中
津
小
学
校

霜
島
裕
介
（
田
代
小
）・
小
島
詩
織
（
新

採
用
）・
山
本
雪
菜
（
新
採
用
）・
下
田
桐

子
（
新
採
用
・
事
務
）

●
高
峰
小
学
校

内
部
雅
継
（
菅
原
小
）・
佐
藤
美
喜
（
半

原
小
）・
田
村
来
央
希
（
新
採
用
）・
荒
野

智
美
（
厚
木
市
立
依
知
小
・
事
務
）

●
田
代
小
学
校

来
山
輝
昌
（
高
峰
小
）

●
半
原
小
学
校

校
長　
萩
原
百
合
子
（
田
代
小
校
長
）

中
川
拓
也
（
菅
原
小
）

●
中
津
第
二
小
学
校

校
長　
佐
野
昌
美
（
愛
川
町
教
育
委
員
会

指
導
室
長
）

菖
蒲
田
真
希（
菅
原
小
）・鈴
木
久
美
子（
菅

原
小
）・松
藤
真
博（
中
津
小
）・土
田
茜（
新

採
用
）・
前
田
紘
臣
（
田
代
小
・
事
務
）

●
菅
原
小
学
校

校
長　
佐
藤
千
代
乃
（
清
川
村
立
緑
小
校

長
）

教
頭　
髙
山
真
一
（
中
津
小
教
頭
）

小
室
さ
ち
子
（
中
津
第
二
小
）・
小
島
直

美
（
半
原
小
）・
佐
藤
万
希
子
（
田
代
小
）・

影
山
直
人
（
新
採
用
）・
北
口
里
美
（
新

採
用
）

●
愛
川
東
中
学
校

校
長　
大
泉
哲
郎
（
大
和
市
立
文
ヶ
岡
小

教
頭
）

鶴
田
洋
祐
（
愛
川
中
総
括
教
諭
）・
柳
川

由
香
里
（
愛
川
中
原
中
）・
佐
藤
多
寿
（
新

採
用
）

●
愛
川
中
学
校

教
頭　
菊
地
康
生
（
愛
川
中
原
中
教
頭
）

岩
崎
秀
也
（
愛
川
東
中
総
括
教
諭
）・
関

原
つ
か
さ
（
愛
川
東
中
）・
佐
藤
悠
（
厚

木
市
立
睦
合
中
）

●
愛
川
中
原
中
学
校

校
長　
河
合
良
卓
（
厚
木
市
立
藤
塚
中
教

頭
）

飯
塚
知
栄
子
（
厚
木
市
立
南
毛
利
中
総
括

教
諭
）・
尾
上
智
彦
（
愛
川
東
中
）・
大
柳

瑞
輝
（
新
採
用
）・
德
田
鈴
乃
（
新
採
用
）

（　

）
は
、
前
任
校
な
ど

●
中
津
小
学
校

教
頭　
染
矢
智
美
（
半
原
小
総
括
教
諭
）

総
括
教
諭　

板
橋
純
子
（
同
校
教
諭
）・

篠
原
純
也
（
同
校
教
諭
）

●
高
峰
小
学
校

総
括
教
諭　
田
湯
慶
子
（
同
校
教
諭
）

●
田
代
小
学
校

校
長　
井
上
真
彰
（
菅
原
小
教
頭
）

●
中
津
第
二
小
学
校

総
括
教
諭　

髙
山
貴
恵
（
同
校
教
諭
）・

白
濵
由
美
（
同
校
教
諭
）

●
愛
川
中
原
中
学
校

教
頭　
中
村
慎
輔
（
同
校
総
括
教
諭
）

総
括
教
諭　
川
勾
睦
（
同
校
教
諭
）

（　

）
は
、
新
任
校
な
ど

●
愛
川
東
中
学
校

吉
野
佳
衣
奈
（
神
奈
川
県
立
相
模
原
中
央

支
援
）・
土
持
知
也
（
横
浜
国
立
大
学
教

育
学
部
附
属
横
浜
中
）

●
愛
川
中
学
校

教
頭　
片
山
智
絵
子
（
清
川
村
立
宮
ヶ
瀬

小
校
長
）

横
内
健
（
厚
木
市
立
藤
塚
中
）

●
愛
川
中
原
中
学
校

守
屋
宏
明
（
神
奈
川
県
立
厚
木
北
高
）

　
髙
栁
俊
彦
（
半
原
小
校
長
）・
小
野
沢
正

義
（
中
津
第
二
小
校
長
）・
草
柳
利
博
（
菅

原
小
校
長
）・
桐
生
嘉
久
子
（
愛
川
東
中

校
長
）・
中
村
正
（
愛
川
中
原
中
校
長
）・

須
田
光
江
（
中
津
小
総
括
教
諭
）・
前
川

典
子
（
中
津
第
二
小
総
括
教
諭
）・
芝
崎

修
一
（
愛
川
東
中
総
括
教
諭
）

  

教
職
員
の
人
事
異
動

  

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

  

昇
任
（
４
月
１
日
付
）

  

転
任
・
転
入
（
４
月
１
日
付
）

  

転
出
（
３
月
31
日
付
）

石神社 田代運動公園 坂本青少年広場
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午後0時
30分

インフォメーション

文化 会 館 催し 案 内

※問い合わせは直接主催者にお願いします。

月日

4月15日（日） 無料
（先着535人）

午後4時
30分

あんだんてピアノの会
熊澤　☎090（1998）2850 

催し

ピアノ発表会

開演 終演 主催 入場
ホール

だ
だ
ん
べ
・
ひ
ろ
せ
の
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
　

４
月
１
日（
日
）～
10
日（
火
）
午
後
６
時
～
８
時

田
代
運
動
公
園
桜
並
木

愛
川
町
西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会　

徳
岡
☎
0
9
0（
3
3
1
6
）5
9
8
5

4月2日・5日・9日・12日・16日・19日・
23日・26日　午前10時～午後3時

司法書士法律相談 4月11日（水） 午後1時～ 4時

相 談
町民相談　 住民課住民相談班☎（内線）3319 教育相談 教育開発センター

☎046（206）1061
法律相談《完全予約制》

来所相談

出張相談

行政書士相談

電話相談

交通事故相談
不動産相談

人権・行政こまりごと相談

消費生活相談

※不登校・いじめ・校外活動・非行・就学相談など。

4月6日（金）・19日（木）
午前10時～午後３時
※5月は11日（金）･24日（木） 毎週月～木曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

●レディースプラザ　4月9日（月）
●ラビンプラザ　　　4月23日（月）
※前週金曜日までに
　電話で予約してください。

4月12日（木） 午後1時～ 4時

平日　午前９時～午後４時

4月25日（水） 午後1時～ 4時
4月26日（木） 午後1時～ 4時

4月13日（金） 午後1時30分～ 3時
※法律相談は弁護士が対応します。予約は相談日の７日前から開始します
　（その日が祝日の場合は翌開庁日から）。
※法律相談以外は予約優先です（予約がない場合は、当日の受け付けもできます）。
※相談当日は、住民相談班へお越しください。
※相談窓口が分からないときは、お気軽にお問い合わせください。

＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

約の必要はありませんので、当日直
接集合場所へお越しください。

都市施設課公園緑地班
☎（内線）3449、
サークル愛川自然観察会　山口
☎090（9399）3910

　横須賀水道半原水源地跡地を開
放し、お花見を開催します。ミニコ
ンサートや空手の演武などのイベ
ントのほか、郷土料理の模擬店もあ
ります。

4月7日（土）午前10時～午後3時
※小雨決行 半原水源地跡地 予
約の必要はありませんので、当日直
接会場へお越しください。 会場
内での喫煙、飲酒、バーベキューは
禁止です。

愛川地区まちづくり協議会
中島良一☎046（281）3672

　約40種4万4千本以上のツツジ
が見頃を迎える県立あいかわ公
園で、「つつじまつり」を開催しま
す。
　愛川ブランドや地元産品の販売
をはじめ、組みひもなどの各種体
験教室、ステージイベントなど、さ
まざまな催しが行われます。
　また、宮ヶ瀬ダムの観光放流や
ダム右岸の管理用階段（フーチン

グ階段）の開放、郷土資料館での展
示など、ご家族そろって楽しめる
イベントがめじろ押しです。皆さ
んお誘い合わせの上、ご来場くだ
さい。
　イベントの詳しい内容は、お茶
の間通信4月15日号でお知らせし
ます。

商工観光課観光振興班
☎（内線）3523

 半原水源地跡地お花見

第16回あいかわ公園つつじまつり
4月29日（日・祝）午前10時～午後3時
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

4月10日は
「交通事故死ゼロを目指す日」
「シートベルトの日」です！
　春は入学・入園などで新生活が始
まる季節です。多くの人が新しい生
活をスタートするこの時期、一人一
人が交通安全について考え、交通安
全の心を芽吹かせましょう。
◎スローガン

「安全は　心と時間の　ゆとりから」
「新入学児童・園児を交通事故から
守ろう」
◎運動の重点
❶子供と高齢者の安全な通行の確
保と、高齢運転者の交通事故防止
❷自転車の安全利用の推進
❸全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の
徹底
❹飲酒運転の根絶
❺二輪車の交通事故防止
◎自転車安全利用五則
❶自転車は車道が原則、歩道は例外

❷車道は左側を通行
❸歩道は歩行者優先で、車道寄りを
徐行
❹安全ルールを守る
❺子供はヘルメットを着用

住民課交通防犯班☎（内線）3320

 春の全国交通安全運動
 ４月６日（金）～１５日（日）

　協働事業の一環として、八菅山い
こいの森に生息する早春の植物の観
察会を開催します。普段目にする機
会が少ない珍しい植物に出会える
かもしれません。身近な公園で、四
季の織りなす美しさや自然の恵み
に触れてみませんか。

4月14日（土）午前9時30分～ 11
時30分※雨天の場合は翌日に延
期。2日間雨天の場合は中止。当日
の天候判断は、サークル愛川自然
観察会まで。 八菅山いこいの森
　社務所横駐車場に集合 サーク
ル愛川自然観察会 歩きやすい服
装、靴、タオル、飲み物、お持ちの方
はルーペ、双眼鏡、カメラなど 予

　ごみの減量化・資源化を推進する
ため「愛川リサイクルマーケット」
を開催します。ご家庭で不用となっ
た衣類、食器、本、おもちゃなどがあ
りましたら、一日店長となって、リ
サイクルマーケットに参加してみ
ませんか。

5月3日（木・祝）午前10時～午後
2時（農林まつりと同時開催、雨天中
止） 町役場お客様第2駐車場 町
内在住の方40店舗 500円（必要経
費以外は町社会福祉協議会に寄付
します） 1店舗当たりの広さは3
ｍ×2ｍ程度です。食品・仕入れ物の
販売、業者の出店は不可。当日は本

人確認書類（運転免許証など）をお
持ちください。 4月9日（月）午前8
時30分から受け付け（先着順）

環境課廃棄物対策班
☎（内線）3513

 八菅山いこいの森
 四季の自然観察会 愛川リサイクルマーケット

 出店者を募集

募集

　スポーツ施設の利用予約は、ス
ポーツ施設予約システムをご利用
ください。
◎予約できるスポーツ施設　田代
運動公園・三増公園（テニスコート
のみ）・第１号公園体育館・中津工
業団地第1号公園・中津工業団地第
2号公園・坂本運動場・坂本体育館・
志田運動場・小沢ソフトボール場
※厚木市・清川村のスポーツ施設
　も抽選予約できます。
今月の抽選予約　7月利用分
抽選結果　5月2日（水）

　4月23日は「子ども読書の日」で
す。ボランティアサークル「おはな
したんぽぽ」の皆さんによる絵本
の読み聞かせ、紙芝居、パネルシア
ターなどを開催します。

4月14日（土）午前10時30分～

文化会館1階リハーサル室 予
約の必要はありませんので、当日
直接会場へお越しください。

図書館☎046（285）6963

　当選者は5月末日までに本予約
をしてください。末日までに本予
約をしなかった場合は、翌日から
空き施設として開放します。愛川
町の施設を2回無断でキャンセル
すると半年間予約ができなくなり
ます。

スポーツ・文化振興課
☎（内線）3632

第1号公園

田代運動公園、
三増公園陸上競技場
町民活動
サポートセンター

文化会館

ラビンプラザ、
レディースプラザ

図書館

郷土資料館

毎週火曜日、
2日（月）

毎週火曜日

毎週火曜日

毎週水曜日

毎週火曜日

24日（火）

毎週月曜日
（30日を除く）

 スポーツ施設の抽選予約

 「子ども読書の日」にちなんだ
 おはなしかい

  4 月の休館日・休園日

催し

お知らせ
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

　がん検診には、健康プラザで受
診する「集団検診」と、医療機関で
受診する「医療機関検診」がありま
す。
　集団検診を希望される方は、4
月中旬に世帯主宛てに申込書を送
付しますので、必要事項を記入の
上、5月2日（水）必着で返送してく
ださい。
　医療機関検診（乳・子宮・前立腺）

の受診を希望される方は、7月上
旬に対象の方へ受診券を送付しま
すので、申し込みの必要はありま
せん。ただし、医療機関での大腸が
ん検診を希望する場合は、事前に
電話で健康推進課へお申し込みく
ださい。
　口

こうくう
腔がん検診の医療機関検診を

実施します。成人歯科健康診査と
の同時受診もできますので、希望

する方は集団検診申込書に同封の
お知らせをご覧の上、お申し込み
ください。

昭和24年3月31日以前に生まれ
た方は、受診者負担金が無料です。

生活保護法による被保護世帯に
属する方、または町民税非課税世
帯に属する方は受診者負担金が免
除されますので、受診券到着後に
申請してください。

 平成３０年度がん検診のお知らせ　がん（集団）検診は５月２日までに申し込みを！

お知らせ

地域ぐるみで交通安全
みんなそろってマナーアップ
　地域の皆さんが一体となって事
故防止に努めるとともに、交通マ

ナーを向上させていただくことを
目的に、4月から9月までを対象期
間として、セーフティ・ドライブ・コ
ンテストを実施します。
　期間中は、全ての町民の方を対象
に、町内21行政区対抗で、交通事故
発生件数の少なさを競い合います。
期間中に交通人身事故が発生した
場合、一定の基準に基づき減点し、
最終的に行政区ごとに集計して審

査します。
　上位3行政区を優秀行政区、1行
政区を努力行政区として、11月中
旬に開催する「愛川町交通安全推進
大会」で表彰します。
　この機会に、ご家族やご近所で交
通安全について話し合い、地域ぐる
みで交通事故防止に努めましょう。

住民課交通防犯班
☎（内線）3320

 セーフティ・ドライブ・
 コンテスト

胃がん検診

大腸がん検診

集団検診（申し込みが必要です。指定された日時に健康プラザで行います）　◎期間　6月～ 9月

医療機関検診（厚木医師会に所属する医療機関で行います）　◎期間　7月～ 12月（乳がん・子宮がん検診は平成31年1月まで）

大腸がん検診

乳がん検診

前立腺がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

口腔がん検診

乳がん検診

肺がん検診 40歳以上の方
（昭和54年3月31日以前に生まれた方）

40歳以上の方（申し込みが必要です）
（昭和54年3月31日以前に生まれた方）
※事前に電話で健康推進課への申し込みが必要です。

30歳以上の女性
（平成元年3月31日以前に生まれた方）

50歳以上の男性
（昭和44年3月31日以前に生まれた方）

20歳以上の女性
（平成11年3月31日以前に生まれた方）

20歳以上の女性
（平成11年3月31日以前に生まれた方）

40歳以上の方（申し込みが必要です）
（昭和54年3月31日以前に生まれた方）
※事前に健康推進課への申し込みが必要です。

40歳以上の女性　※２年に１回
（昭和54年3月31日以前に生まれた方のうち、
平成29年度にこの検診を受けていない方）

1,300円

400円

900円

1,000円

700円
1,500円

500円

1,100円

2,000円

1,200円

3,300円

1,600円

1,800円視触診、
マンモグラフィ（乳房Ｘ線検査）

Ｘ線間接撮影

便潜血反応検査

視触診

ＰＳＡ検査

Ｘ線間接撮影
Ｘ線間接撮影、喀たん検査
便潜血反応検査

視診、頸
け い

部
ぶ

細胞診

視診、頸部細胞診

成人歯科健診と同時受診

視診、頸部・体部細胞診

口腔がん検診　単独受診

検診項目

検診項目

検診内容

検診内容

受診者負担金

受診者負担金

対象

対象

かく
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

4月26日（木） 健康プラザ3階
健康づくり室（むし歯予防教室）、2
階健診室（2歳児歯科健診） 母子

　国民健康保険もしくは後期高齢
者医療制度に加入している方へ、人
間ドック（標準コース）受診料の一
部（上限20,000円）を助成します。
　希望する方は、指定健診機関への
予約後、国保年金課で助成券の交付
申請をしてください。また、指定健
診機関以外での受診に対応可能な、
後日払い戻しを受けられる制度も
あります。
　なお、人間ドックを受診した場
合、特定健康診査および後期高齢者
健康診査は受診できなくなります
のでご注意ください。

申請期限5月21日（月） 愛川北
部病院、厚木市・相模原市などの指
定健診機関（詳しくはお問い合わせ
ください） 次のいずれかに該当
する方。①4月1日および人間ドッ
ク受診日に愛川町国民健康保険に
加入しており、平成29年度以前の
国民健康保険税に未納がない世帯
に属している、本年度中に40歳・45
歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳に
なる方（該当の方には、4月中旬に
通知をお送りします）②4月1日お
よび人間ドック受診日に町内在住
の、後期高齢者医療制度被保険者の
方で、平成29年度以前の後期高齢
者医療保険料に未納がない方（昨年
度に受診した方などを除き、通知は
お送りしません）

国保年金課国保年金班
☎（内線）3376

健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル
むしばいばい教室は午前10時～

正午ごろ（開始時間を過ぎての入室
はできません）。2歳児歯科健診で
は、身長・体重測定も行います。対象
者には4月上旬に必要書類を送付し
ますので、届かない方はご連絡くだ
さい。育児について心配事のある方
は、保健師・栄養士が相談をお受け
します。

種前に、健康推進課で受診者負担
金免除申請をしてください。

　お子さんの発育・発達の確認や予
防接種などの育児相談、大人の生活
習慣病や健康、食事などに関する相
談、身体測定、体脂肪測定、血圧測定
などを行います。

4月23日（月）午前9時30分～ 11
時 健康プラザ2階健診室 町内
在住で、すくすく親子健康相談は就
学前のお子さんと保護者、ヘルス
あっぷ相談は40歳以上の方 母子
健康手帳（お子さん）、健康手帳（お
持ちの方のみ） 予約の必要はあ
りませんので、当日直接会場へお越
しください。

　高齢者の肺炎球菌による感染症
を予防するため、予防接種費用の一
部を助成します。希望する方は、接
種前に健康推進課で受診券の交付
申請をしてください。
　なお、この助成制度は国の方針に
より本年度までで終了となる予定
です。対象の方は、ぜひこの機会に
接種を受けてください。

4月1日（日）～平成31年3月31日
（日） 町が指定する医療機関 接
種当日に町内在住で、過去5年以内
に高齢者肺炎球菌の予防接種を受
けたことがなく、次のいずれかに
該当する方。①本年度中に65歳・70
歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・
100歳になる方（該当の方に申請書
を送付しています）②60 ～ 64歳
で、日常生活が極度に制限される
程度の、心臓、腎臓、呼吸器の障がい
や、ヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能の障がいがある方 4,000
円（4,000円を超える額を町が助成
します）
※町民税非課税世帯および生活保

護世帯に属する方は無料です。接

　対象者には4月下旬に必要書類
を送付しますので、届かない方は
ご連絡ください。健診時間・開場時
間は通知でご確認ください。

健康プラザ2階健診室

 お子さんの歯科保健指導

 乳幼児の健康診査

 人間ドック費用を
 一部助成します

 すくすく親子健康相談・
 ヘルスあっぷ相談

 高齢者の肺炎球菌予防接種
 費用を一部助成します

　町県民税、固定資産税、軽自動
車税、国民健康保険税、介護保険
料、後期高齢者医療保険料が納
められ、納税相談もできます。

4月28日（土）・29日（日・祝）午
前8時30分～午後5時 役場１
階税務課

休日納税・相談窓口

むしばいばい
（むし歯予防）

教室４カ月児
（平成29年
12月生まれ）

10カ月児
（平成29年
7月生まれ）

１歳６カ月児
（平成28年
10月生まれ）

3歳6カ月児
（平成26年
10月生まれ）

２歳児
歯科健診

平成29年
3月

生まれ
5月1日
（火）

5月10日
（木）

5月23日
（水）

5月8日
（火）

平成28年
3月

生まれ

午前
9時30分～
9時55分

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル
母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝
の尿、視力・聴力
の調査票（記入済
みのもの）

午後
0時45分～
1時30分

歯科保健指導

対象

問い合わせは健康推進課へ
☎（内線）3341

保健ガイド

対象

期日

受け付け

持ち物

平成27年
9月

生まれ

午後
1時30分～
2時15分
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問 ☎内線3344　　救急医療一覧表（4月～平成 31 年 3 月） 

月

岡本医院
046（281）

0114
半原4431

石井医院
046（281）

2105
半原2266-1

熊坂外科
呼吸器科医院
046（285）

1139
中津7417

関根医院
046（286）

5431
角田1345-1

さくら
クリニック
046（284）

1002
中津1814-1

八木
クリニック
046（280）

1888
半原2724-1

愛川
クリニック
046（284）

5225
中津2035-1

愛川北部
病院

046（284）
2121

角田281-1
4 15 1 8 22

5 27 6 13 20

6 3 10 17 24

7 16 8 1 15 22 29

8 11 19 5 12 26

9 17 9 24 30 2 16 23

10 21 8 7 14 28

11 11 3 4 18 23 25

12 24 23 2 9 16

1 14 27 6 13 20

2 3 11 10 17 24

3 17 10 21 3 24 31

◎厚木市休日夜間急患診療所（厚木市メジカルセンター）
　厚木市水引 1-16-45　☎ 046（297）5199
※当診療所は、厚木市・愛川町・清川村が広域で共同運営しています。

◎休日歯科診療（厚木市歯科保健センター）
　厚木市中町 1-4-1　厚木市総合福祉センター1 階
　☎ 046（224）6081
※当診療所は、厚木市・愛川町・清川村が広域で共同運営しています。

※当診療は、厚木市・愛川町・清川村が広域で共同運営しています。

◎病院群輪番制診療
　基本的に入院が必要な救急患者の診療を行います。曜日ご
とに当番病院が決まっていますので、ご確認の上受診してく
ださい。
　軽症の救急患者は、厚木市休日夜間急患診療所の受付時間外
の場合に診療を行います。
診療時間●月曜日～金曜日（午後5時～翌日の午前9時）
　　　　　土曜日（正午～翌日の午前9時）
　　　　　日曜日・祝日、12月29日～ 1月3日
　　　　　（午前9時～翌日の 午前9時）
診療科目●内科系・外科系

※都合により当番医が変更になる場合がありますので、必ず電話などで確認してからお出掛けください。
※上記以外の日曜日・祝日は、下記の厚木市休日夜間急患診療所（厚木市メジカルセンター）をご利用ください。

※当診療所の診療受付時間外は、病院群輪番制診療の当番病院をご利用
　ください。

診療日 昼　間 夜　間

日曜日・祝日、
12月29日～
1月3日

午前9時～11時30分
午後2時～４時30分 午後6時～ 9時30分

土曜日 午後6時～ 9時30分
月曜日～金曜日 午後7時～ 9時30分

診療日 午　前 午　後

日曜日・祝日、
12月29日～
1月3日

午前10時～11時30分 午後1時～ 4時30分

診
療
日

第 1 当番病院 第 2 当番病院
病院名 所在地 電話番号 病院名

月 湘南厚木病院 厚木市温水118-1 046（223）3636

東名厚木病院
火 愛川北部病院 愛川町角田281-1 046（284）2121
水 近藤病院 厚木市東町3-3 046（221）2375
木 仁厚会病院 厚木市中町3-8-11 046（221）3330

金 東名厚木病院 厚木市船子232 046（229）1771  奇数月：仁厚会病院
偶数月：湘南厚木病院

土 森の里病院 厚木市森の里3-1-1 046（247）2121 東名厚木病院利用に当たってのお願い
●休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急
　性の高い方を受け入れるためのものであり、一
　般診療は行いません。
●医療機関の負担が過重になると、緊急性の高い
　方の治療の妨げとなる恐れがありますので、適
　正な利用にご理解とご協力をお願いします。

毎日午後6時から午前0時まで、夜間のお子さんの体調に関
する相談に応じています。
◎プッシュホン回線・携帯電話は☎♯ 8000
◎ダイヤル回線・IP 電話は☎ 045（722）8000

診療時間●午前 9 時～ 11時30分、午後2時～ 4 時30分 休日（昼間）の救急診療

 休日（昼間・夜間）、平日（夜間）の救急診療  平日（夜間）、土曜日、休日の救急診療

 かながわ小児救急ダイヤル

 休日の歯科救急診療

 問い合わせ◎健康推進課健康づくり班☎（内線）3342 ／消防本部☎046（285）3131
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 　乳幼児健康診査の年間予定　 問い合わせ◎健康推進課母子保健班☎（内線）3344

月
４カ月児健診 10カ月児健診 1歳6カ月児健診 3歳6カ月児健診

日 対象 日 対象 日 対象 日 対象
4 3日（火） 平成29年11月生 12日（木） 平成29年 6月生 25日（水） 平成28年 9月生 10日（火） 平成26年 9月生

5 1日（火） 平成29年12月生 10日（木） 平成29年 7月生 23日（水） 平成28年10月生   8日（火） 平成26年10月生

6 5日（火） 平成30年 1月生 14日（木） 平成29年 8月生 27日（水） 平成28年11月生 12日（火） 平成26年11月生

7 3日（火） 平成30年 2月生 12日（木） 平成29年 9月生 25日（水） 平成28年12月生 10日（火） 平成26年12月生

8 7日（火） 平成30年 3月生   9日（木） 平成29年10月生 22日（水） 平成29年 1月生 21日（火） 平成27年 1月生

9 4日（火） 平成30年 4月生 13日（木） 平成29年11月生 26日（水） 平成29年 2月生 11日（火） 平成27年 2月生

10 2日（火） 平成30年 5月生 11日（木） 平成29年12月生 24日（水） 平成29年 3月生   9日（火） 平成27年 3月生

11 6日（火） 平成30年 6月生   8日（木） 平成30年 1月生 28日（水） 平成29年 4月生 13日（火） 平成27年 4月生

12 4日（火） 平成30年 7月生 13日（木） 平成30年 2月生 19日（水） 平成29年 5月生 11日（火） 平成27年 5月生

1 8日（火） 平成30年 8月生 10日（木） 平成30年 3月生 23日（水） 平成29年 6月生 15日（火） 平成27年 6月生

2 5日（火） 平成30年 9月生 14日（木） 平成30年 4月生 27日（水） 平成29年 7月生 12日（火） 平成27年 7月生

3 5日（火） 平成30年10月生 14日（木） 平成30年 5月生 27日（水） 平成29年 8月生 12日（火） 平成27年 8月生
受
付 午後0時45分～ 1時45分 午後0時45分～ 1時45分 午後0時45分～ 1時45分 午後0時30分～ 1時30分
持
ち
物

母子健康手帳、問診票、
歯ブラシ、タオル

母子健康手帳、問診票、当日朝の尿、
視聴覚調査票、歯ブラシ、タオル

会場●健康プラザ２階健診室
※対象となる方には健診日の前月下旬に必要書類を送付しますので、届かない方はご連絡ください。

 　歯科保健指導の年間予定　 問い合わせ◎健康推進課母子保健班☎（内線）3344

受付時間●午前9時30分～９時55分
実施時間●午前10時～正午
会場●健康プラザ3階健康づくり室
内容● 歯科医師からむし歯予防の話、栄養士による食

事・おやつの話、歯科衛生士による口
こう

腔
くう

観察・歯み
がき指導、フッ素液配布

持ち物●母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル

受付時間●2歳1カ月児：午後1時～ 1時45分
●2歳7カ月児：午後1時45分～ 2時30分

会場●健康プラザ２階健診室
内容● 歯科健診、歯科保健指導、予防処置とフッ素塗布、

身長・体重測定
持ち物●母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル

日程 対象

4月26日（木） 平成29年 3月生

5月24日（木） 平成29年 4月生

6月28日（木） 平成29年 5月生

7月26日（木） 平成29年 6月生

8月23日（木） 平成29年 7月生

9月27日（木） 平成29年 8月生

10月25日（木） 平成29年 9月生

11月22日（木） 平成29年10月生

12月20日（木） 平成29年11月生

1月24日（木） 平成29年12月生

2月28日（木） 平成30年 1月生

3月28日（木） 平成30年 2月生

日程
対象

2歳1カ月児 2歳7カ月児
4月26日（木） 平成28年 3月生 平成27年 9月生

5月24日（木） 平成28年 4月生 平成27年10月生

6月28日（木） 平成28年 5月生 平成27年11月生

7月26日（木） 平成28年 6月生 平成27年12月生

8月23日（木） 平成28年 7月生 平成28年 1月生

9月27日（木） 平成28年 8月生 平成28年 2月生

10月25日（木） 平成28年 9月生 平成28年 3月生

11月22日（木） 平成28年10月生 平成28年 4月生

12月20日（木） 平成28年11月生 平成28年 5月生

1月24日（木） 平成28年12月生 平成28年 6月生

2月28日（木） 平成29年 1月生 平成28年 7月生

3月28日（木） 平成29年 2月生 平成28年 8月生

※ 対象となる方には検診日の当月上旬に必要書類を送付しますので、届かない方はご連絡ください。

 むしばいばい（むし歯予防）教室　対象●１歳１カ月児  ２歳児歯科健診　対象● 2 歳 1 カ月児、2 歳 7 カ月児

母子健康手帳、問診票
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問い合わせ

子育て支援センターで子育てを応援します

これから親になる方、
子育て中の方に役立てていただくための

「子育てヒント」を掲載しています。

　子育て支援センターは、就学前のお子さんとその保護者を対象として、気軽に安心して遊べる場と、触れ合いを通し
て子供同士、保護者同士が仲間づくりをできる場を提供しています。

子 育て 　  ポケット 子育て支援センター「あい」（健康プラザ 3階）

☎046（285）8345
やさしいこ

応 募 方 法

締め切り日
宛 　 先

町内在住の方で、１人１通に限ります。
答え・住所・氏名・年齢・電話番号と、
本紙の感想を必ずご記入の上お送りください。
4月9日（月）郵送の場合は当日消印有効
●はがきの場合
　〒243-0392 角田251-1 総務課広報・シティセールス班
●ファクスの場合　046（286）5021
●電子メールの場合　e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は5月1日号でお知らせします。

今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦してください。
正解者の中から抽選で３人の方に、図書カード（1,000円分）をプレゼントします。

愛川町出身の冒険家 荻田泰永さんが、日本人初の「南極点無補
給単独徒歩到達」を達成した功績により、自然を相手に創造的な
勇気ある行動をした人を表彰する賞を2月16日に受賞しました。
この賞の名称は次のうちどれでしょうか。

3月１日号の答えと当選者　正解：❸ティッシュペーパーの箱　当選者：笠原祥子さん・森﨑静江さん・原田久子さん

❶植村直己冒険賞  ❷梅棹忠夫・山と探検文学賞
❸ファウスト冒険家賞

子育て支援センター 子育て相談

子育てホッとタイム

ぽかぽかサロン

おとうさんの土曜講座

あい通信の発行

移動子育てサロン

子育てサロン

子育て広場〈年齢別の遊びの場〉

◎場所　健康プラザ３階　　　　
◎電話　046（285）8345（電話相談も同じ番号です）
◎駐車場　町役場お客様駐車場をご利用ください

　育児の悩み・困りごと・心配なことなどをスタッフがお
聞きし、対応します。お気軽にお声掛けください。
◎時間　午前8時30分～午後5時
(土曜日は午前8時30分～午後4時)

　音楽・体操・コンサート・講座などの、親子で楽しむ時間
や、保護者のリフレッシュタイム、育児の勉強会などを
行っています。

　発達に心配のあるお子さんが対象の遊び場です。毎月
第４月曜日の午後に開催します。
　事前予約が必要です。申し込み・参加・内容などの詳細
は、お問い合わせください。

　土曜サロンの開所日のうち、年6回、お父さんとお子さん
が一緒に遊ぶ場を設けています。　

　子育て支援センターの月間予定・活動内容・お知らせな
どを掲載しています。
　町ホームページでもご覧いただけます。

中津（レディースプラザ2階）
◎日時　毎月第1・第3火曜日　午前9時30分～ 11時30分
半原（ラビンプラザ２階）
◎日時　毎月第1・第3木曜日　午前9時30分～ 11時30分

　室内の遊び場です。いろいろなおもちゃがありま
すので、親子で好きな遊びをしてお過ごしください。
◎日時　月～金曜日（土曜サロンは第2・第4土曜日）
午前9時～ 11時30分、午後1時30分～ 4時
◎対象　乳児～小学校入学前までのお子さんと保護
者、妊婦さんとご家族など
◎その他　予約は不要です。午前・午後の終了時間
前に集会を行っていますので、手遊びや体操、紙芝居
などをお楽しみください。

　同年齢のお子さんたちとの交流や、各年齢に合わ
せた活動をしています。
◎日時　午前10時～ 11時
第1金曜日：0歳児／第2金曜日：1歳児
第3金曜日：2歳児／第4金曜日：3 ～ 5歳児

子育て支援センターってどんなところ？
●保護者と一緒に楽しく遊べます
●お子さんも、パパ・ママも仲間づくりができます
●おもちゃがたくさんそろっています
●子育て情報が分かります
●子育ての相談ができます
●毎月のイベントや講座に参加できます
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　中津にお住まいの齋藤 正さんが、めでたく100 歳の誕
生日を迎え、小野澤町長からのお祝いの花束や記念品な
どをお贈りしました。
　齋藤さんは大正７年、当時の中津村で生まれました。若
いころは会社員の傍ら農業も営み、特にお米作りを生きが
いにされていたそうです。また、中津箒

ほうき

作りにも熱心で、作っ
た箒を正さんのお父さん
が行商で販売するなど、
質の高い箒を作っておら
れました。
　これからもますますお
元気で、長生きしてくだ
さい。

　3 月 6 日に東京都港区の日本消防会館で開催された「第
70 回日本消防協会定例表彰式」で、自主防災組織「田代
区婦人消防クラブ」が、「優良婦人消防隊」を受賞しました。
　同クラブは、平成 7 年に発生した阪神・淡路大震災を
教訓として、「自分たちの地域は自分たちで守る」ことを目
的に、平成 8 年 11 月に結成されました。
　今回の受賞は、町総合防災訓練や消防出初め式への参
加、応急手当ての技術取得、地域での防災パトロール活動、
東日本大震災時の義援金活動などが評価されたものです。
　また、同表彰式では、愛川町消防団が 59 年ぶり 2 回
目となる「優良消防団」を受賞しました。

　3 月 15 日、県道 54 号の愛川幼稚園前交差点に、新た
に信号機が設置されまし
た。これにより、歩行者
の安全な通行や、自動車
などの事故を防止する効
果が期待されます。

齋藤さんとご家族

授 賞 式での荻 田さん
（写真提供：エフエムさ
がみ）

左から愛川町消防団
の小島一彦副団長、
鈴木慎三団長、田代
区婦人消防クラブの荻
田春代代表、花上洋
子さん、小野澤町長

「ポケットに愛川」へは、こちらか
らアクセスできます。

Aikawa Top i c s

　愛川町出身の冒険家 荻田泰永さんが、2 月 16 日に
2017 ｢植村直己冒険賞｣ を受賞しました。
　植村直己冒険賞は、冒険家 植村直己の出身地である
兵庫県豊岡市が、自然を相手に創造的な勇気ある行動を
した人または団体を表彰しているもので、荻田さんは、１
月６日（日本時間）に達成した日本人初の「南極点無補給
単独徒歩到達」が評価され、今回の受賞となりました。
◎荻田さんの講演会を開催します！
　荻田さんに冒険の魅力や挑戦することの厳しさ、素晴ら
しさなどを語っていただき、町民皆さんに夢と勇気を与え
る講演会を 5 月 20 日（日）午後 2 時から文化会館ホー
ルで開催します。
ぜひご参加くだ
さい。

生涯学習課
生涯学習班
☎（内線）3642

　町の魅力が満載の、本格的
スマートフォン用サイト「ポケッ
トに愛川」が完成しました。
　このサイトは、写真や動画を
多く使用し、移住定住や観光、
シティセールスなどの情報が
一目で 分かるようになってい
ます。
　これから愛川町に遊びに来
られる方はもちろん、町民の皆
さんも、町の魅力を発見できる

「ポケットに愛 川」を、ぜ ひご
利用ください。

ご長寿おめでとうございます
齋藤 正さん１００歳のお祝い

交通安全を推進
県道５４号に信号機を設置

荻田泰永さんが
植村直己冒険賞を受賞

移住定住、観光、シティセールス情報が満載
スマホサイト「ポケットに愛川」開設！ 

田代区婦人消防クラブが
「優良婦人消防隊」を受賞
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法律相談／消費生活相談

当番医：愛川北部病院
消費生活相談／すくすく親子健康相談・ヘルスあっぷ相談

交通事故相談／１歳６カ月児健康診査

休日納税・相談窓口
あいかわ公園つつじまつり／休日納税・相談窓口

町の財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容については、広告主へお問い合わせください。

編集・発行 / 愛川町総務部総務課 
〒 243-0392 神奈川県愛甲郡愛川町角田 251-1 
☎ 046（285）2111（代）FAX 046（286）5021
HP 愛川町 検索

3 月 1 日現在の人口と世帯 （　）内は前月比 ※住民基本台帳登載人口・世帯数◎人口 40,761人（ー7）：男 21,286 人（ー 8）　女19,475 人（1）　◎世帯数 18,012 世帯（25）

愛川にぎわいマルシェ／当番医：愛川北部病院
消費生活相談
４カ月児健康診査

消費生活相談
法律相談

当番医：愛川北部病院
消費生活相談
３歳６カ月児健康診査
司法書士法律相談
行政書士相談／消費生活相談／10 カ月児健康診査
人権・行政こまりごと相談

当番医：さくらクリニック
消費生活相談

不動産相談／消費生活相談／むしばいばい教室／
２歳児歯科健診
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42018 あいかわカレンダー／平成30 年 April

今月の日曜・祝日当番医
1 日

8 日

その他の休日（昼間・夜間）、平日（夜間）の救急診療

15 日

22 日

愛川北部病院　☎ 046（284）2121

愛川北部病院　☎ 046（284）2121 厚木市休日夜間急患診療所（厚木市メジカルセンター）
☎ 046（297）5199

さくらクリニック　☎ 046（284）1002

愛川北部病院　☎ 046（284）2121

［ 診療時間 ］　午前9時～11時30分　　午後２時～４時30分

※都合により変更する場合がありますので、電話で確認してからお出掛けください。

No.664

みどり ゆとり 協働のまち愛川ひかり


